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若干個体しか確認できなかったカラマツガイSゆ加”γjtz〃加邦icaを除いた種類について比較する。
ベッコウカサガイ(Ps)やカモガイ(Cd),コガモガイ(Ch)は露出浜に，アオガイ類(No)
は遮蔽浜に主として出現するのに対して，ヨメガカサガイ(Ct)は露出浜や遮蔽浜に比較的広く分
布し，ウノアシガイ(Ps)は露出浜にも認められるが，遮蔽浜の方がやや個体数は多かった。露出
浜に多く出現するカモガイは，潮上帯を主な生息場所として，地点によっては垂直分布の巾が異な
ることは，アラレタマキビガイの場合と似ている。他のカサガイ類は，潮間帯を主な生息場所とす
るが，種によって垂直分布の位置は少しずつ異なり，潮間帯下部から中部(ELWS～MHW)に
かけては，ヨメガカサガイやウノアシガイ，アオガイ類が，中部から上部(MLW～EHWS)に
かけては，ベッコウカサガイやコガモガイが出現していた。前述した調査月の潮位状況とカサガイ
類の垂直分布をみると，ベッコウカサガイとコガモガイは，調査月のMTLをはさんだ潮間帯に出
現するのに対して．一部のヨメガカサガイやウノアシガイ，アオガイ類は，調査月のELWSより
下の冠水環境下にも出現し，このような傾向はヨメガカサガイで特に顕著であった。
固着性生物(Fig.13)
カメノテ(Pm)やイワフジツボ(Ch),
クロフジツボ(Ts)および有節石灰藻類
(Co)は，主に露出浜に多く出現する固着
性生物である。このうち，海藻類のなかで
有節石灰藻類を選定した理由は，前報（矢
島ら，1979）で，有節石灰藻類の分布上限
と潮間帯を主たる生息場所としている動物
の分布下限がほぼ一致していたからである。
有節石灰藻類は,MLWより上までの出
現は認められず，概ね潮位表基準面（0）
付近が分布の上限であった。他の大型藻類
は，ウミゾウメンが潮間帯上部まで出現し
ていたのを除くと，ほぼ有節石灰藻類の垂
直分布と重複していた。カメノテとイワフ
ジツボは，調査地点によっては分布上限は
一定していないが，下限はMLWからMT
L付近であった。クロフジツボは，前二者
とは違って，調査地点間でほぼ一様の帯状
分布を示し，下限はELWSとMLWとの
間，上限はMHW付近と，その垂直分布の
巾も狭かった。
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動と直接に対応した垂直分布の変化を示さない（矢島・小坂，1979）。このことは，潮間帯の種で
あるヨメガカサガイやウノアシガイ，アオガイ類が地点間で同様な垂直部位に出現したとはいえ，
調査月のELWSより下の冠水環境下にも出現し，このような傾向はヨメガカサガイで特に顕著で
あった(Fig.12)ことによって部分的に裏付けられるであろう。いずれにせよ，日本海沿岸の潮間
帯生物群集の垂直分布を規定する要因の解析には，今後さらに広範囲な地域での詳細な資料の蓄積
と，現場での実験的な検討を必要とする。
能登半島では，軟質な岩相（例えば，石灰質砂岩や泥岩，軽石凝灰岩）からなる露出浜では，ア
ラレタマキビガイの個体数は少ないか，出現しなかった（矢島,1978b)。男鹿半島の調査では，
露出浜で一様に軟質な岩相が認められる地点での調査はできなかったので，岩相とアラレタマキビ
ガイの生息状況に関するまとまった資料はない。しかし，潮瀬崎の露出浜の潮上帯には，主に角礫
岩と砂泥岩からなる岩礁が隣接している場所が散見される。そのような場所で，海面からの高さと海
からの水平距離が同じであるところで1m:あたりのアラレタマキビガイの個体数を調べたところ，
平滑な砂泥岩では0～4個体であったのに対して，同じ砂泥岩でも大きくて浅い凹凸のところでは
40個体前後となり，凹凸の激しい角礫岩からなるところでは170個体前後であった。これらの結果
は，能登半島の露出浜で岩相と関連した本種の出現状況の相違が認められる理由として，軟質で平
面的であるために波浪に対してアラレタマキビガイが遮けうるような微地形的な場が少ない岩礁で
は，岩に付着しても波浪によって随時剥離されるという考えを裏付けている。
要 約
1）日本海に面した秋田県の男鹿半島の岩礁地帯で，夏季に潮間帯生物群集組成と垂直分布につ
いて，同じ日本海に面した石川県の能登半島の結果と比較検討した。
2）定量的に調査した地点での優占種をみると，海藻類は場所により一定しないが，動物は一部
の遮蔽浜を除くと，概してアラレタマキビガイカ§優占する単純な群集構造であった。
3）潮間帯動物群集は4つの型に分類され，概ね冬季の北西の卓越風に伴なう波浪作用の度合の
違いが反映している。
4）移動性のカモガイと固着性のカメノテ，イワフジ､ソボは，露出浜が主たる生息場所だが，場
所により垂直分布の範囲と高さにも変動が大きく，このことは波浪作用の影響の違いで説明できる。
5）移動性のヨメガカサガイやくツコウカサガイ，ウノアシガイ，コガモガイ，アオガイ類，タ
マキビガイと固着性のクロフジツボや有節石灰藻類の垂直分布の範囲と高さは，場所による変動も
少なく，潮汐作用と相関が認められるが，これら移動性生物の垂直分布が潮汐作用に一義的に影響
を受けるかどうかは，さらに調査検討を要する。
6）アラレタマキビガイの垂直分布の範囲と高さは，露出浜では場所により変動が大きく，波浪
作用の影響を受ける。しかし，遮蔽浜では，本種の分布の中心部位はタマキビガイと同じ，または
下にくる場合の方が多く，一概に波浪作用だけで同種の垂直分布要因を説明することは困難であっ
た。
7）以上の結果は，能登半島の夏季の結果と極めてよく類似していた。
－16－
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